
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．和牛肉の持続可能な需要確保の取組への支援
消費者の多様化するニーズに対応し、拡大しつつある和牛肉の需要を持続可能

な形で定着させるため、食肉事業者等が行う、不需要期における販売促進の取組
や、オレイン酸含有量等の和牛肉の持つ多面的な価値を消費者に届ける取組を
支援します。

２．和牛肉の消費拡大への支援
和牛肉の消費拡大及び理解醸成を図るため、一般消費者、小中高等学校等に

対して食肉事業者等が行う、和牛肉の試食提供等の取組を支援します。
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＜対策のポイント＞
インフレ傾向が定着する中でも、消費者の多様化するニーズに対応し、拡大しつつある和牛肉の需要を定着させるため、食肉事業者等が行う、和牛肉の持続
可能な需要確保の取組等を支援します。

＜事業目標＞
牛肉生産量：33万t［平成30年度］→ 36万t［令和12年度まで］

令和９年度予算概算要求額 17,000百万円（前年度 ー ）

＜事業の流れ＞

食肉専門店 小中高等学校等での体験
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２．和牛肉試食提供等による消費拡大への支援

［お問い合わせ先］ 畜産局食肉鶏卵課（03-3502-5989）
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